
桃太郎

Momotarō

昔、ある村におじいさんとおばあさんが住んでいました。ある

日、おじいさんは山へ柴刈に、おばあさんは川へ洗濯に行きまし

た。おばあさんが川で洗濯をしていると、大きな桃がドンブラ

コ、ドンブラコと流れてきました。おばあさんはおじいさんとい

っしょに食べようと思い、桃をうちに持ってかえりました。おじ

いさんが帰えると、大きな桃を見てびっくりしました。早っ速、

おばあさんが桃を切ろうとすると、突然、桃が割れ、中から男の

子が出てきました。老夫婦は子供がいなかったので、この男の子

を桃太郎と名づけ、自分の子として育てました。桃太郎はたくさ

ん食べて、あっという間に大きくなりました。元気で、強くて、

よく親孝行をしました。そのころ、村では鬼がよく盗みや、人

さらいをして、村の人たちを苦しめていました。そこで、桃太郎

は鬼が島に鬼征伐に行くことにしました。おばあさんは道中桃太

郎がおなかがすくと思い、きび団子をたくさん作ってあげまし

た。桃太郎は陣羽織を着て、刀を腰にさし、きび団子の袋をもう

一方の腰に下げ、鬼が島に向いました。桃太郎がずんずん歩い

ていくと、犬が一匹出てきて、桃太郎に話しかけました。 「桃太

郎さん、きび団子を一つわたしに下さいませんか。」「これから

鬼の征伐についていくならあげるよ。」「はい、桃太郎さんの家

来になってどこまでもついていきます。」しばらくすると、猿が

出てきました。猿も桃太郎からきび団子を一つもらって、桃太郎

の家来になりました。またしばらくすると、雉が出てきて、雉も



桃太郎からきび団子を一つもらい、桃太郎の家来になりました。

桃太郎と、犬と、猿と、雉は野を越え、山を越え、船に乗って、

日本を発ち、鬼が島に行きました。船を降ると高い岩壁があり、

鍵のかかった門があります。そこで、まず、雉が岩壁を越えて飛

でいき、見張りをしていた鬼の目をつっつき、次に、猿が高い岩

壁をよじ登って中に入り、門の鍵をはずしました。そして、桃太

郎が「鬼征伐に来た！」と大声で叫び、犬といっしょに門から堂々

と中に入っていきました。鬼たちはびっくりしました。犬と、猿

と、雉が鬼たちに飛びかかり、足に噛ついたり、顔をひっかいた

り、頭や目をつっついたりしました。そして、桃太郎が鬼たちを

殴ったり蹴ったりしました。鬼たちは皆、降参して、盗んだ物を

すべて桃太郎に渡しました。桃太郎は、鬼から取り返えした物

を持ってかえり、村の人たちに返えしてあげました。村の人たち

は桃太郎に感謝しました。両親は大喜びで「偉い！桃太郎は日本

一だ！」と叫びました。
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hazusurimuovere叫ぶ sakebuurlare堂々と dōdōtoconconvinzione飛びかかる tobikakaru

saltareaddosso噛つく kamitsukumordereひっかく hikkakugraffiare殴る naguruprenderea

pugni蹴る kerucalciare降参 kōsanarrendersi盗む nusumurubareすべて subetetutto渡す

watasuconsegnare取り返えす torikaesutornareindietro返えす kaesutornare感謝する

kanshasururingraziare両親 ryōshingenitori大喜びōyorokobigrandegioia

Sceglilarispostatraparentesioriempiglispazi.1.ある日、おばあさんが川で をしている

と大きな桃が流れてきた。2.桃の中から男の子こが出てきた。その子は桃太郎と名付けられ、

すぐに（大きく・大きい）なった。3.桃太郎は鬼が島に鬼征伐に行く（こと・もの）にした。4.

犬と猿と雉は桃太郎にきび団子をもらい桃太郎の になった。5.犬と猿と雉は鬼に飛びかか

り、桃太郎は鬼を殴ったり、蹴ったりして、鬼たちは（感謝・降参）した。6.桃太郎は鬼から

取り返えした物を村の人たちに返えしてあげて、村の人たちは桃太郎に（感謝・降参）した。

Soluzioni:

1.洗濯 2.大きく 3.こと 4.家来 5.降参 6.感謝
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Momotarōmangiavamoltoecrebbeinunsoffio.Eraforteedinsaluteemostravadevozioneperisuoi

genitori.Inquelperiodo,glionispessotormentavanogliabitantidelvillaggioconfurtierapimenti.Così

MomotarōdecisedipartireperunamissioneadOnigashimacosìdapunirli.L'anzianaerapreoccupata
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esclamarono"Eccellente!MomotarōèilmiglioredelGiappone!"


